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はじめに

このドキュメントでは、Oracle Traffic Directorのインストールについて説明します。


対象読者

このドキュメントの対象読者は、Oracle® Fusion Middlewareを管理および保守する担当者です。

このドキュメントでは、次の内容を十分に理解していると想定します。

	
ターミナル・ウィンドウでの作業


	
HTTP


	
XML


	
UNIXに類似したプラットフォームでのオペレーティング・システム・コマンドの実行








ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、Oracle Technology Networkで入手可能な次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle Traffic Directorの構成ファイル・リファレンス


	
Oracle Traffic DirectorのWebLogic Scripting Toolコマンド・リファレンス


	
Oracle Traffic Directorの管理


	
Oracle Traffic Directorリリース・ノート


	
WebLogic Server MTの使用








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 Oracle Traffic Directorのインストールの概要


Oracle Traffic Directorは、バックエンド・サーバーに対するHTTP/SおよびTCPトラフィックのロード・バランシングを行うためのソフトウェア・ロード・バランサです。これらのバックエンド・サーバーは、Oracle Traffic Director内でオリジン・サーバーと見なされており、アプリケーション・サーバー、Webサーバー、LDAPサーバーなどがあります。

12c (12.2.1.0)以降、エンジニアド・システム(Oracle LinuxまたはOracle Solarisのいずれかを実行しているOracle Exalogicおよび Oracle Solarisを実行しているOracle SuperCluster)とともに使用できるようになったことに加えて、Oracle Traffic DirectorはOracle WebLogic Server Multi-tenancyまたはOracle WebLogic Server Continuous Availabilityアドオン・オプションを使用するお客様が使用できるようになりました。




	
注意:

Oracle Traffic Directorのインストールを開始する前に、その機能、関連用語、インストール・トポロジなどについて基本的に理解しておくことをお薦めします。詳細は、『Oracle Traffic Director管理者ガイド』のOracle Traffic Directorのスタート・ガイドを参照してください。







この章に含まれる項は、次のとおりです。

	
インストール、アンインストールおよび再インストール






1.1 インストール、アンインストールおよび再インストール

表1-1では、Oracle Traffic Directorをインストールするために実行する必要があるタスクについて説明します。


表1-1 インストール、アンインストールおよび再インストール

	タスク	詳細の参照先...
	
Oracle Traffic Directorのインストール

	
第2.3項



	
インストールの確認

	
第3.1項



















2 Oracle Traffic Directorのインストール


この章では、Oracle Traffic Directorのインストールについて説明します。

エンジニアド・システムにOracle Traffic Directorをインストールする場合は、付録B「エンジニアド・システムにOracle Traffic Directorをインストールするための要件」で説明されている手順を最初に実行します

この章の構成は、次のとおりです。

	
OTDインストール環境に必要なMicrosoft Cランタイム・ライブラリ


	
Oracle Traffic Directorのインストールの前提条件


	
インストール手順


	
インストールの問題のトラブルシューティング






2.1 OTDインストール環境に必要なMicrosoft Cランタイム・ライブラリ

OTDをインストールする前に、MSVC 12ランタイム・ライブラリを別途インストールしておく必要があります。Visual Studio用のVisual C++再頒布可能パッケージをインストールする必要があります。これは、次のリンクから入手可能です。

https://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=40784






2.2 Oracle Traffic Directorのインストールの前提条件

次に、Oracle Traffic Directorをインストールする場合の前提条件を記載します。

	
少なくとも1コアのCPUと4 GB RAMおよび4 GBスワップ。


	
Oracle Traffic DirectorをExalogic用のOracle Linux 6にインストールする場合の必須パッケージを次に示します。

	
compat-glibc-2.3.4-x86_64以上


	
binutils-2.20.51.0.2-5.11.el6-x86_64以上


	
compat-libcap1-1.10-1-x86_64以上


	
compat-libstdc++-33-3.2.3-69.el6-x86_64以上


	
compat-libstdc++-33-3.2.3-69.el6-i686以上


	
libgcc-4.4.4-13.el6-i686以上


	
libgcc-4.4.4-13.el6-x86_64以上


	
libstdc++-4.4.4-13.el6-x86_64以上


	
libstdc++-4.4.4-13.el6-x86_64以上


	
libstdc++-devel-4.4.4-13.el6-x86_64以上


	
sysstat-9.0.4-11.el6-x86_64以上


	
gcc-4.4.4-13.el6-x86_64以上


	
gcc-c++-4.4.4-13.el6-x86_64以上


	
glibc-2.12-1.7.el6-i686以上


	
glibc-2.12-1.7.el6-x86_64以上


	
glibc-devel-2.12-1.7.el6-x86_64以上


	
glibc-devel-2.12-1.7.el6以上


	
libaio-0.3.107-10.el6-x86_64以上


	
libaio-devel-0.3.107-10.el6-x86_64以上





	
Oracle Traffic Directorをその他のハードウェアのOracle Linux 6または7にインストールする場合の必須パッケージを次に示します。

	
binutils-2.20.51.0.2-5.11.el6-x86_64以上


	
compat-libcap1-1.10-1-x86_64以上


	
compat-libstdc++-33-3.2.3-69.el6-x86_64以上


	
compat-libstdc++-33-3.2.3-69.el6-i686以上


	
libgcc-4.4.4-13.el6-i686以上


	
libgcc-4.4.4-13.el6-x86_64以上


	
libstdc++-4.4.4-13.el6-x86_64以上


	
libstdc++-4.4.4-13.el6-x86_64以上


	
libstdc++-devel-4.4.4-13.el6-x86_64以上


	
sysstat-9.0.4-11.el6-x86_64以上


	
gcc-4.4.4-13.el6-x86_64以上


	
gcc-c++-4.4.4-13.el6-x86_64以上


	
glibc-2.12-1.7.el6-i686以上


	
glibc-2.12-1.7.el6-x86_64以上


	
glibc-devel-2.12-1.7.el6-x86_64以上


	
glibc-devel-2.12-1.7.el6以上


	
libaio-0.3.107-10.el6-x86_64以上


	
libaio-devel-0.3.107-10.el6-x86_64以上








Oracle WebLogic Serverのインストールの詳細は、「Oracle WebLogic Serverのインストール」を参照してください。管理タスクの実行の詳細は、「Oracle WebLogic Serverの管理」および「Oracle Traffic Directorの管理」を参照してください。カスタムOracle Traffic Director WLSTコマンドの一覧は、「Oracle Traffic Director WLSTコマンド・リファレンス」を参照してください。


2.2.1 同じ場所に配置されたドメインでのインストールの前提条件

Oracle WebLogic Serverの同じ場所に配置されたドメインにOracle Traffic Directorをインストールするには、次の追加の前提条件が必要です。この構成において、Oracle Traffic DirectorはOracle WebLogic Serverを使用して管理されます。

	
Oracle WebLogic Server (fmw_12.2.1.1.0_infrastructure_generic.jar)


	
Java SE Development Kit 8




同じ場所に配置されたドメインの推奨される構成では、制限されたJRFテンプレートを使用し、データベースは含まれません。このテンプレートを使用しない場合、次に示す要件が追加になります。

	
Oracle Database (制限されたJRFテンプレートがない場合、Oracle Traffic Directorドメインの作成には、インストールを正常に実行するために稼働しているOracleデータベースが必要です)。


	
ドメイン・リポジトリの構成。











2.3 インストール手順

この項では、Oracle Traffic Directorを物理アプリケーションとしてインストールする手順を説明します。

Oracle Traffic Directorのインストールは、グラフィカル・ウィザードを使用するか、サイレント・モードで行うことができます。

	
第2.3.1項「グラフィカル・モードによるOracle Traffic Directorのインストール」


	
第2.3.2項「サイレント・モードによるOracle Traffic Directorのインストール」






2.3.1 グラフィカル・モードによるOracle Traffic Directorのインストール

この項では、Oracle Universal Installerによる対話的なグラフィカル・ウィザードを使用して、Oracle Traffic Directorをインストールする手順を説明します。高可用性を得るためにOracle Traffic Directorを構成するには、2つのマウント・ポイントで次の手順を実行する必要があります。

	
インストーラ・ファイルをダウンロードします。

インストーラのファイルをダウンロードする場所は、製品の使用目的によって異なります。

	
開発の場合: Oracle Technology Network

http://www.oracle.com/technetwork/indexes/downloads/index.html


	
本稼働の場合: Oracle Software Delivery Cloud

http://edelivery.oracle.com/





	
「サインイン/登録」をクリックします。




	
注意:

まだログインしていない場合、オラクル社のシングル・サインオン・ページが表示されます。OracleのユーザーIDおよびパスワードを入力し、「サインイン」をクリックします。







「条項および規制」ページが表示されます。


	
「受入れ」をクリックして、エクスポートの制約に同意し、「続行」をクリックします。

「Oracle Software Delivery Cloud」ページが表示されます。


	
インストーラをダウンロードしたディレクトリに移動します


	
次のコマンドを実行して、インストール・ウィザードを起動します。

	
Linuxの場合:


$./fmw_12.2.1.1.0_otd_linux64.bin


	
Windowsの場合:


setup_fmw_12.2.1.1.0_otd_win64.exe





	
インストール・ウィザードの画面に示される、画面上の指示および手順に従います。表2-1に、各画面の概要と必要なアクションを示します。

個々の画面の詳細は、画面で「ヘルプ」ボタンをクリックしてください。


表2-1 インストール・ウィザードの画面

	画面	説明および必要なアクション
	
インストール・インベントリの設定

	
この画面は、UNIXオペレーティング・システムで、このホストに初めてOracle製品をインストールする場合に表示されます。中央インベントリを作成する場所を指定します。この画面で選択したオペレーティング・システム・グループ名には、中央インベントリの場所への書込み権限があることを確認してください。

中央インベントリの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のOracle Fusion Middleware Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストールに関する項を参照してください。

この画面はWindowsオペレーティング・システムでは表示されません。


	
ようこそ

	
「次へ」をクリックします。


	
自動更新

	
この製品の自動更新を受け取るかどうかを選択します。


	
インストールの場所

	
この画面を使用してOracleホーム・ディレクトリの位置を指定します。

Oracleホームは、Oracle製品のソフトウェア・バイナリが格納されているディレクトリです。ランタイム・プロセスからこのディレクトリに書き込むことはできないので注意してください。

WebLogic ServerドメインにOracle Traffic Directorの標準的なインストール・トポロジを使用してインストールを行っている場合、既存のOracle Fusion Middleware InfrastructureのOracleホームへのパスを入力する必要があります。

スタンドアロン・ドメインにOracle Traffic Directorの標準的なインストール・トポロジを使用してインストールを行っている場合、Oracleホーム・ディレクトリを任意に指定できます。ただしこのソフトウェアを確実に、新規のOracleホームにインストールしてください。

Oracle Fusion Middlewareディレクトリ構造の詳細は、Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニングでインストールと構成のディレクトリの選択に関する項を参照してください。


	
インストール・タイプ

	
この画面を使用してインストールのタイプと、それに従ってインストールされる製品および機能を選択します。

Oracle Traffic Directorをスタンドアロン・ドメインにインストールしているか、Oracle Traffic Directorを同じ場所に配置されたドメインのリモート・ノードにインストールしている場合には、「スタンドアロンOTD(WebLogic Serverとは切り離して管理)」を選択します。

Oracle Traffic Directorを管理サーバー・ノードのWebLogic Serverドメインにインストールしている場合には、「同じ場所に配置されたOTD(WebLogic Server経由で管理)」を選択します。


	
前提条件チェック

	
前提条件が満たされているか確認するために、ホスト・コンピュータがインストーラによって分析されます。前提条件チェックの結果が画面に表示されます。

前提条件チェックが失敗した場合は、エラーまたは警告メッセージが表示されます。

	
エラーを修正し、「再実行」をクリックします。たとえば、「Oracle Traffic Directorのインストールの前提条件」に示されている必須パッケージのいずれかがシステムにない場合は、そのパッケージをインストールします。


	
エラーや警告を無視してインストールを続行する場合は、「スキップ」をクリックします。


	
前提条件のチェック・プロセスを中止するには、「停止」をクリックします。




「次へ」をクリックして続行します。


	
セキュリティ・アップデートの指定

	
Oracle Supportアカウントをすでに所持している場合は、この画面を使用して、セキュリティ・アップデートの受取り方法を指定します。

アカウントを所持していないときに、この手順を省略してもかまわない場合は、チェック・ボックスの選択を解除して、その選択を後続のダイアログ・ボックスで確認します。


	
インストール・サマリー

	
この画面には、前に指定したOracleホーム・ディレクトリが表示されます。また、インストールに使用されるディスク領域と使用可能な空き領域も示されます。

この画面の情報を確認します。

Oracleホーム・ディレクトリを変更するには、「戻る」ボタン、または左側のナビゲーション・ペインで「インストール場所」リンクをクリックします。

インストール・ウィザードでこれまで指定した設定をテキスト・ファイル(レスポンス・ファイル)に保存するには、「保存」をクリックします。必要な場合は、このレスポンス・ファイルを使用して、同じインストールをコマンドラインから実行できます。

「インストール」をクリックして、インストール・プロセスを続行します。

サイレント・インストールやコマンド行インストールの詳細は、Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストールでサイレント・モードにおけるOracle Universal Installerの使用方法に関する項を参照してください。


	
インストールの進行状況

	
この画面には、インストール・プロセスの進捗状況とステータスが表示されます。

インストールを取り消す場合は、「取消」をクリックします。インストールを取り消す前にシステムにコピーされたファイルは、システムにそのまま残ります。これらは手作業で削除する必要があります。

「次へ」をクリックして続行します。


	
インストール完了

	
「終了」をクリックします。













	
注意:

Oracle Traffic Directorをインストールした後、管理サーバー・インスタンスを作成する必要があります。












2.3.2 サイレント・モードによるOracle Traffic Directorのインストール

この項では、インストール・オプションをコマンドラインで指定することで、非対話的なモードでOracle Traffic Directorをインストールする手順を説明します。Exalogicでは、高可用性を得られるようOracle Traffic Directorを構成するには、2つのマウント・ポイントで次の手順を実行する必要があります。

Oracle Traffic Directorをインストールするホストで、中央インベントリ・ディレクトリがまだ使用可能でない場合は、サイレント・インストールを始める前にoraInst.locファイルを作成する必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のUNIXユーザーのoraInst.locファイルの作成に関する項を参照してください。

	
第2.3.1項「グラフィカル・モードによるOracle Traffic Directorのインストール」の手順1、2、3を実行します。


	
第2.2項「Installing Oracle Traffic Directorをインストールするための前提条件」に示された前提条件が満たされていることを確認します。


	
次のコマンドを実行します。


./otd_linux64.bin -silent ORACLE_HOME=$testhome DECLINE_SECURITY_UPDATES=true INSTALL_TYPE="Collocated OTD (Managed through WebLogic server)" -invPtrLoc $testhome/oraInventory/inv.txt


ORACLE_HOMEに指定するパスは、計算ノード内にローカル・マウントされたNFS共有である必要があります。




	
注意:

Oracle Traffic Directorでサイレント・インストールを実行する間は、ignoreSysPrereqsオプションを使用するとインストールが失敗するため、使用しないでください。







runInstallerコマンドのオプションの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のOracle Fusion Middlewareのサイレント・インストールおよびアンインストールに関する項を参照してください。











2.4 インストールの問題のトラブルシューティング

Oracle Traffic Directorのインストール中にエラーが発生した場合は、次の作業を実行します。

	
コンピュータが第2.2項「Oracle Traffic Directorをインストールするための前提条件」で指定されている要件を満たしていることを確認します


	
インストール・ウィザードの使用中に、いずれかのインストール画面で誤った情報を入力した場合は、「戻る」をクリックしてその画面まで戻り、正しい情報を入力してインストールを続行します。


	
インストーラによるファイルのコピーまたはリンク中にエラーが発生した場合は、次の手順を実行してください。

	
エラーを記録し、インストール・ログ・ファイルを確認します。詳細は、第3.1.1項「インストール・ログの確認」を参照してください。


	
次のコマンドを実行して、失敗したインストールを削除します。


$ORACLE_HOME/oui/bin/deinstall.sh


	
エラーの原因となった問題を修正します。


	
インストール処理を再開します。


















3 インストール後


この章では、インストールが正常に完了したかどうかをチェックするための検証について説明します。さらに、Oracle Traffic Directorのアンインストールと再インストールの手順についても説明します。

このドキュメントの内容は次のとおりです。

	
インストールの確認


	
Oracle Traffic Directorドメインの構成


	
Oracle Traffic Directorのアンインストール


	
Oracle Traffic Directorの再インストール






3.1 インストールの確認

インストール・ログ・ファイルを参照し、Oracleホーム・ディレクトリ内のディレクトリおよびファイルを確認して、Oracle Traffic Director管理コンソールへのアクセスを試行することで、インストールが正常に完了したかどうかを検証できます。

	
第3.1.1項「インストール・ログの確認」


	
第3.1.2項「インストール・ディレクトリ構造の検証」






3.1.1 インストール・ログの確認

インストーラによってログ・ファイルが、Oracleインベントリ・ディレクトリ内のlogsサブディレクトリに作成されます。




	
注意:

Oracleインベントリ・ディレクトリの場所がわからない場合は、ORACLE_HOME/oraInst.locファイルでそのディレクトリへのパスを確認できます。







logsディレクトリには次のファイルが含まれています。

	
installdate-time-stamp.log

これはメインのログ・ファイルです。


	
installdate-time-stamp.out

このログ・ファイルには、インストール時の出力ストリームやエラー・ストリームが記載されます。


	
installdate-time-stamp.out

このログ・ファイルには、インストール時の出力ストリームとエラー・ストリームが含まれます。


	
launcher-time-stamp.log

このファイルには、ランチャが起動された日時が含まれています。


	
installProfiledate-time-stamp.log

このログ・ファイルには、インストールの完了に要した時間、構成、メモリー、CPUの詳細など、全般的な統計が含まれています。


	
oraInstalldate-time-stamp.log

このログ・ファイルには、コピー・セッションの出力ストリームが記載されます。




	
timeTakendate-time-stamp.log

このファイルは、-printtimeオプションを使用してインストーラを起動した場合のみ作成されます。このファイルには、画面間の移動にかかった時間に関する情報が記載されます(GUIインストールの場合のみ)。


	
timedate-time-stamp.log

このファイルは、-printtimeオプションを使用してインストーラを起動した場合のみ作成されます。このファイルには、コピー・セッションの時間情報が含まれます。


	
memorydate-time-stamp.log

このファイルは、-printmemoryオプションを使用してインストーラを起動した場合のみ作成されます。このファイルには、コピー・セッションのメモリー使用情報が含まれます。









3.1.2 インストール・ディレクトリ構造の検証

Oracle Traffic Directorをインストールし、インストール後手順も実行した後、Oracleホーム・ディレクトリに次のディレクトリが含まれることを検証します。


bin
cfgtoollogs
coherence
crs
css
em
has
install
inventory
jlib
ldap
lib
network
nls
OPatch
oracle_common
oracore
otd
oui
plsql
plugins
precomp
rdbms
slax
sqlplus
srvm
webgate
wlserver
xdk









3.2 Oracle Traffic Directorドメインの構成

WebLogic Serverを正常にインストールした後、構成ウィザードを使用してWebLogicドメインを作成および構成します。

詳細は、Oracle Traffic Directorの管理のOracle Traffic Director用のWebLogic Serverドメインの構成を参照してください。






3.3 Oracle Traffic Directorのアンインストール

失敗したインストールに関連するファイルを削除する、あるいはより最新のバージョンをインストールする際に、Oracle Traffic Directorインストールの削除が必要になる場合があります。

ソフトウェアを削除する場合は、必ずこの項で説明する手順を使用してください。ソフトウェアを手動で削除しようとすると、後でソフトウェアを再インストールする際に問題が発生する場合があります。ここに示される手順に従うことで、ソフトウェアが正常に削除されます。

Oracle Traffic Directorをアンインストールするには、次の手順を実行します。

	
Oracle Traffic Director WLSTコマンドライン・インタフェースから、すべての構成されたOTDインスタンスを削除して、指定したDOMAIN_HOMEで使用可能なOracle Traffic Directorのすべてのインスタンスを削除します。この手順によって、すべての関連する構成設定(サービス、フェイルオーバー構成など)が完全に削除されます。


	
すべてのOTDインスタンスおよび構成を削除後、次のコマンドを実行します。


$ORACLE_HOME/oui/bin/deinstall.sh


アンインストール・ウィザードが起動します。


	
インストール・ウィザードの画面に示される、画面上の指示および手順に従います。

個々の画面の詳細は、画面で「ヘルプ」ボタンをクリックしてください。









3.4 Oracle Traffic Directorの再インストール

インストールされた製品がすでに含まれるディレクトリに、Oracle Traffic Directorを再インストールすることはできません。

Oracle Traffic Directorを再インストールするには、次の手順を実行します。

	
第3.3項「Oracle Traffic Directorのアンインストール」に示される手順に従って、既存のインストールをアンインストールします。


	
第2.3項「インストール手順」の説明に従ってOracle Traffic Directorをインストールします。















4 Oracle Traffic Directorの12c (12.2.1.1.0)へのアップグレード


この章では、Oracle Fusion Middleware Upgrade Assistantを使用してOracle Traffic Directorを12c (12.2.1.1.0)にアップグレードする方法について説明します。

内容は次のとおりです。

	
Oracle Traffic Director 12c (12.2.1.1.0)へのアップグレード


	
アップグレード後のタスク







	
注意:

Oracle Traffic Director 11gから12c (12.2.1)へのアップグレードの詳細は、Oracle Traffic Director 11gから12c (12.2.1)へのアップグレードを参照してください。









4.1 Oracle Traffic Director 12c (12.2.1.1.0)へのアップグレード

Oracle Fusion Middleware Upgrade Assistantでは、次のOracle Traffic Director 11gリリースについて、12c (12.2.1.1.0)へのアウトオブプレース・アップグレードがサポートされています。

	
Oracle Traffic Director FMW 11gリリース1 (11.1.1.7.0)


	
Oracle Traffic Director FMW 11gリリース1 (11.1.1.9.0)




Oracle Fusion Middleware Upgrade Assistantでは、次のOracle Traffic Directorリリースについて、12c (12.2.1.1.0)へのインプレース・アップグレードがサポートされています。

	
Oracle Traffic Director FMW 12cリリース 2 (12.2.1)




次のトピックでは、Oracle Traffic Directorを12.2.1.1にアップグレードする方法について説明します。

	
Oracle Traffic Director 12c (12.2.1.1.0)へのアップグレードの準備


	
アップグレード・アシスタントの実行


	
コンポーネント構成のアップグレード


	
コンポーネント構成のアップグレードの確認






4.1.1 Oracle Traffic Director 12c (12.2.1.1.0)へのアップグレードの準備

Oracle Traffic Director 12c (12.2.1.1.0)にアップグレードする前に、次の手順に従ってください。

	
12.2.1.1.0バイナリが新規MW_HOMEにインストールされていることを確認します。OTDおよび依存するJRFテンプレートで拡張された有効なWebLogic Serverドメインが、ターゲットの場所にも作成されている必要があります。




	
注意:

詳細は、Oracle Traffic Directorの管理のOracle Traffic Director用のWebLogic Serverドメインの構成を参照してください。








	
ソース(11gまたは12.2.1)環境を停止します。


	
ターゲットの12.2.1.1.0環境を停止します。




	
注意:

	
Oracle Traffic Director 11gと12cのインストールが別のホスト/マシンにある場合(たとえば、11gがOEL5で12cがOEL6にある)、次のいずれかを実行する必要があります。

	
アップグレード・アシスタントで、アップグレードのソース・バージョンとして「11gソース」を選択する場合、Oracle Traffic Director 11gインスタンスのリモート・ディレクトリ・パスを指定します。第4.1.3項「コンポーネント構成のアップグレード」を参照してください。


	
リモートでORACLE_HOMEディレクトリとINSTANCE_HOMEディレクトリを、11gのホストと同じパスを保持したまま11gのホストから12cにコピーします。

たとえば、12cのホストで次を実行します。

# scp -r <11g host>:/otd/oracle_home /otd/oracle_home

# scp -r <11g host>:/otd/instance_home /otd/instance_home


	
11gのホスト上のパスと同じパスを保持したまま、11gのORACLE_HOMEとINSTANCE_HOMEのパスを12cのホストにマウントします。

たとえば、12cのホストで次を実行します。

# mount <11g host>:/otd/oracle_home on /otd/oracle_home

# mount <11g host>:/otd/instance_home on /otd/instance_home





	
Oracle Traffic Director 11g INSTANCE_HOMEには、11gの管理サーバーconfig-store内の構成にアクセスするためにアップグレード・アシスタントを実行しているユーザーに対する読取り権限が必要です。


	
異なるプラットフォーム間でのアップグレードはサポートされていません。たとえば、Linux環境からSolaris環境にOracle Traffic Directorをアップグレードすることはできません。




















4.1.2 アップグレード・アシスタントの実行

アップグレード・プロセスを開始するために、ORACLE_HOME/oracle_common/upgrade/binディレクトリにあるOracle Fusion Middleware Upgrade Assistant (ua.bat/uaスクリプト)を実行します。

詳細は、Upgrade AssistantによるアップグレードのUpgrade Assistantの起動を参照してください。






4.1.3 コンポーネント構成のアップグレード

Oracle Traffic Directorコンポーネント構成をアップグレードするためにアップグレード・アシスタントを実行するとき、Oracle Traffic Directorドメインに基づいて次の点を考慮してください。

スタンドアロン・ドメインのアップグレード

	
アップグレードされたOracle Traffic Director構成に12.2.1.1.0ターゲット・ドメインの場所を指定します




同じ場所に配置されたドメインのアップグレード:

	
アップグレードされたOracle Traffic Director構成に12.2.1.1.0ターゲット・ドメインの場所を指定します


	
アップグレードの開始点を指定します。オプションは、図4-1に示すように、「12cソース」および「11gソース」です。


図4-1 Oracle Traffic Directorアップグレード・パス

[image: 図4-1については周囲のテキストで説明しています。]



開始点が11gソースの場合:

	
インスタンスがある11g Oracle Traffic Directorインスタンス・ホームを指定します。


	
各Oracle Traffic Director構成に対して、内部トークンのNSS DBパスワードを指定します(存在する場合)。












4.1.4 コンポーネント構成のアップグレードの確認

Oracle Traffic Directorドメインのコンポーネント構成のアップグレードが成功したことを確認するために、各Oracle Traffic Director構成に対して次の変更が行われたことを確認します。


Oracle Traffic Director 11g構成の場合:

	
11g構成ファイルが12.2.1.1.0ドメインのDOMAIN_HOME/config/fmwconfig/components/OTD/ディレクトリにコピーされています。


	
server.xmlファイルの構成要素が変更されています。


	
12.2.1.1.0でサポートされない11g server.xml要素は削除されています。


	
12.2.1.1.0でサポートされない11g obj.confパラメータは削除されています。


	
NSSデータベースからの証明書構成はKSS、およびOracle Traffic Director実行時消費のOracleウォレットに移動しています。


	
config-storeのserver.xmlのバージョンが12.2.1.1に変更されています。





Oracle Traffic Director 12c構成の場合:

	
config-storeのserver.xmlのバージョンが12.2.1.1に変更されています。


	
スクリプト内およびobj.confファイル内のORACLE_HOMEの値が、ローカルのOracle Traffic Directoryインスタンスの新しいORACLE_HOMEとして更新されています。











4.2 アップグレード後のタスク

Oracle Traffic Director 12c (12.2.1.1.0)にアップグレードした後に実行が必要な可能性のある次のアップグレード後のタスクのリストを確認します。

	
Oracle Traffic Directorシステム・コンポーネント・インスタンスは、Fusion Middleware ControlまたはWLSTを使用してシステム・コンポーネント構成をマシンにターゲット指定することで、アップグレード後に作成する必要があります。詳細は、Oracle Traffic Directorの管理のインスタンスの管理を参照してください。


	
インスタンスおよびフェイルオーバー・グループの作成はデプロイメント・タスクです。これらの手順は、アップグレード以外でアップグレード後の手順として処理するのが適しています。デプロイメント・トポロジおよびフェイルオーバー・グループの構成の詳細は、Oracle Traffic Directorの管理の高可用性を提供するためのOracle Traffic Directorの構成を参照してください。


	
Oracle Traffic Director構成ファイル内のINSTANCE_HOMEおよびORACLE_HOME以外のパスへの参照は、アップグレード後にアクセスできない可能性があります。これは手動で構成する必要があります。















5 Oracle Traffic Director 11gから12c (12.2.1)へのアップグレード


この章では、Oracle Traffic Director 11gからOracle Traffic Director 12c (12.2.1)にアップグレードする方法を説明します。

内容は次のとおりです。

	
第5.1項「Oracle Traffic Director 12c (12.2.1)へのアップグレードの準備」


	
第5.2項「12c (12.2.1)アップグレード・アシスタントの実行」


	
第5.3項「何がOracle Traffic Director 12c (12.2.1)にアップグレードされるか」


	
第5.4項「アップグレード後の手順」






5.1 Oracle Traffic Director 12c (12.2.1)へのアップグレードの準備

12c (12.2.1)へのアップグレードは、次に示すソフトウェア・バージョンでサポートされます。

	
Oracle Traffic Director FMW 11gリリース1 (11.1.1.7.0)


	
Oracle Traffic Director FMW 11gリリース1 (11.1.1.9.0)




Oracle Traffic Director 12c (12.2.1)にアップグレードする前に、次の手順に従ってください。

	
WebLogic Server 12.2.1が新規FMW_HOMEにインストールされ、OTDテンプレートを使用して拡張されていることを確認します。




	
注意:

Oracle Traffic Directorドメインの構成の詳細は、Oracle Traffic Directorの管理を参照してください。








	
11g環境を停止します。


	
12c環境を停止します。




	
注意:

OTD 11gと12cのインストールが別のホスト/マシンにある場合(たとえば、11gがOEL5で12cがOEL6にある)、次のいずれかを実行する必要があります。
リモートでORACLE_HOMEディレクトリとINSTANCE_HOMEディレクトリを、11gのホストと同じパスを保持したまま11gのホストから12cにコピーします。

たとえば、12cのホストで次を実行します。

# scp -r <11g host>:/otd/oracle_home /otd/oracle_home

# scp -r <11g host>:/otd/instance_home /otd/instance_home

11gのホスト上のパスと同じパスを保持したまま、11gのORACLE_HOMEとINSTANCE_HOMEのパスを12cのホストにマウントします。

たとえば、12cのホストで次を実行します。

# mount <11g host>:/otd/oracle_home on /otd/oracle_home

# mount <11g host>:/otd/instance_home on /otd/instance_home

















5.2 12c (12.2.1)アップグレード・アシスタントの実行

12c アップグレード・アシスタントを実行してアップグレードを実行します。uaスクリプトは次のパスにあります。

$FMW_HOME/oracle_common/upgrade/bin/ua

コマンド・オプション


	オプション	説明	デフォルト
	logLevel	WARNING、TRACE、NOTIFICATION、ERRORまたはINTERNAL_ERRORのいずれか	NOTIFICATION
	response	指定したファイルからユーザー入力を受け取り、グラフィック・ユーザー・インタフェースなしでアップグレードを実行します。	通常のGUI操作
	examine	選択したプラグインごとの検査の操作のみが呼ばれます。アップグレード操作はスキップされます。これは、テスト中に役立ちます。	検査およびアップグレードの両方が呼ばれます。






次の方法で、アップグレード・アシスタントを実行できます。

	
グラフィカル・モードによるOracle Traffic Directorのアップグレード


	
サイレント・モードによるOracle Traffic Directorのアップグレード





5.2.1 グラフィカル・モードによるOracle Traffic Directorのアップグレード:

アップグレード・アシスタンスを起動し、次の手順を実行します。

	
図5-1に示すように、「ようこそ」画面のページが表示され、実行するタスクのリストが表示されます。


図5-1 「ようこそ」画面

[image: 図5-1の説明が続きます]



「次へ」をクリックして続行します。


	
図5-2に示すように、「すべての構成」画面のページが表示されるので、ドメインに使用されるすべての構成を選択し、適切なドメイン・パスを入力します。


図5-2 すべての構成

[image: 図5-2の説明が続きます]



「次へ」をクリックして続行します。


	
図5-3に示すように、「コンポーネント・リスト」画面のページが表示されます。


図5-3 コンポーネント・リスト

[image: 図5-3の説明が続きます]

「図5-3 コンポーネント・リスト」の説明''





「次へ」をクリックして続行します。


	
図5-4に示すように、「前提条件」画面のページが表示されるので、すべてのチェック・ボックスを選択します。


図5-4 前提条件

[image: 図5-4の説明が続きます]





「次へ」をクリックして続行します。


	
図5-5に示すように、OTD 11gの「インスタンス・ホーム」画面のページが表示されるので、11g OTDのインスタンス・ホームへのパスを入力します。


図5-5 OTD 11gインスタンス・ホーム

[image: 図5-5の説明が続きます]

「図5-5 OTD 11gインスタンス・ホーム」の説明





「次へ」をクリックして続行します。


	
図5-6に示すように、「調査」画面のページが表示され、実行されたタスクのリストが表示されます。


図5-6 調査

[image: 図5-6の説明が続きます]





「次へ」をクリックして続行します。


	
図5-7に示すように、「アップグレード・サマリー」画面のページが表示されます。


図5-7 アップグレード・サマリー

[image: 図5-7の説明が続きます]








	
注意:

「レスポンス・ファイルの保存」ボタンをクリックし、「コマンドライン」アップグレードの入力として使用できるレスポンス・ファイルを作成します。







「次へ」をクリックして続行します。


	
図5-8に示すように、「アップグレードの進行状況」画面のページが表示されます。


図5-8 アップグレードの進行状況

[image: 図5-8の説明が続きます]





「次へ」をクリックして続行します。


	
図5-9に示すように、「アップグレード成功」画面のページが表示されます。


図5-9 アップグレード成功

[image: 図5-9の説明が続きます]





「閉じる」をクリックして、アップグレードを終了します。








5.2.2 サイレント・モードによるOracle Traffic Directorのアップグレード

アップグレードするもう1つのモードはサイレント・モードです。アップグレードUAコマンドをレスポンス・ファイル・オプションで実行します。

このレスポンス・ファイルは、アップグレード・ウィザードで選択することによって生成できます。このために、「アップグレード・サマリー」ページに「レスポンス・ファイルの保存」ボタンが表示されます。

アップグレードが成功すると、コンソールに成功メッセージが表示されます。ログ・ファイルが次のパスに置かれます。

<FMW_HOME>\oracle_common\upgrade\logs

サイレント・アップグレードのコマンドライン(UNIXの場合):

構文


<MW_HOME>/oracle_common/upgrade/bin/ua -response <response-file> -logLevel <Log-verbosity>


サンプル・レスポンス・ファイル:


[GENERAL]
fileFormatVersion = 3

[UAWLSINTERNAL.UAWLS]
pluginInstance = 1
UASVR.path = <PATH-TO-12C-OTD-DOMAIN>

[JRF.JRF_CONFIG_PLUGIN]
pluginInstance = 5

[CAM.SYSCOMP]
pluginInstance = 2

[OTD.CONFIG_UPGRADE]
pluginInstance = 12
INSTANCE_HOME.path = <PATH-TO-11g-OTD-INSTANCE-HOME>

SSL_TOKEN_TABLE.CONFIG_NAME.0.string = <OTD-11G-CONFIG-NAME>
SSL_TOKEN_TABLE.SSL_TOKEN_PIN.0.encryptedPassword = 
<ENCRYPTED-SSL-TOKEN-PIN-FOR-CONFIG-IN-11G>
SSL_TOKEN_TABLE.WALLET_PSWD.0.encryptedPassword = 
<ENCRYPTED-WALLET-PASSWORD-FOR-UPGRADED-CONFIG-IN-12C>





	
注意:

SSL_TOKEN*フィールドは、11gインスタンスにSSLが有効な構成がある場合のみ適用可能です。














5.3 何がOracle Traffic Director 12c (12.2.1)にアップグレードされるか

アップグレード後の変更内容を次に示します。


	ファイル	ステータス
	magnus.conf	そのままコピーされます
	WAF rulesedtファイル	そのままコピーされます
	cert9.db	Oracleウォレットへインポートされます
	key4.db	Oracleウォレットへインポートされます
	pkcs11.txt	Oracleウォレットへインポートされます
	obj.conf	変更されます。第5.3.1 「obj.conf」を参照してください
	server.xml	変更されます。第5.3.2 「server.xmlの変更内容」を参照してください








5.3.1 obj.conf

変更されたSAF:

check-request-limits SAF:

削除されたパラメータ:

interval

continue

ssl-client-config SAF:

このSAFは12.2.1ではサポートされていません。かわりに、server.xmlのorigin-server-pool要素内のSSLクライアント構成設定が使用されます。

アップグレードの一部として、このSAFはobj.confから削除されます。また、このSAFは11gではVS固有の構成で12.2.1では固有でないため、これをserver.xmlに手動で構成すると警告メッセージがログに記録されます。






5.3.2 server.xmlの変更内容

次のserver.xml要素はサポートされなくなりました。

	
<server>:<cluster>およびそのサブ要素(<local-host>, <instance>, <failover-group>)


	
<server>:<platform>


	
<server>:<ssl-client>


	
<server>:<user>


	
<server>:<pkcs11>:<allow-bypass>


	
<server>:<pkcs11>:<token> and its sub-elements (<name>, <pin>, <enabled>)


	
<server>:<tcp-listener>:<ssl>:<tls-session-tickets-enabled


	
<server>:<http-listener>:<ssl>:<tls-session-tickets-enabled>


	
<server>:<tcp-listener>:<ssl>:<strict-sni-vs-host-match>


	
<server>:<http-listener>:<ssl>:<strict-sni-vs-host-match>


	
<server>:<tcp-listener>:<ssl>:<tls-rollback-detection>


	
<server>:<http-listener>:<ssl>:<tls-rollback-detection>


	
<server>:<tcp-listener>:<ssl>:<ssl3-tls-ciphers> and <server>:<http-listener>:<ssl>:<ssl3-tls-ciphers>にある、次に示す暗号要素


<SSL_RSA_WITH_DES_CBC_SHA>
<SSL_RSA_FIPS_WITH_DES_CBC_SHA>
<SSL_RSA_EXPORT_WITH_RC4_40_MD5>
<SSL_RSA_EXPORT_WITH_RC2_CBC_40_MD5>
<TLS_RSA_EXPORT1024_WITH_DES_CBC_SHA>
<TLS_RSA_EXPORT1024_WITH_RC4_56_SHA>
<SSL_RSA_WITH_NULL_MD5>
<SSL_RSA_WITH_NULL_SHA>
<TLS_ECDHE_RSA_WITH_NULL_SHA>
<TLS_ECDHE_ECDSA_WITH_NULL_SHA>
<SSL_RSA_FIPS_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA>
<TLS_RSA_WITH_CAMELLIA_256_CBC_SHA>
<TLS_RSA_WITH_CAMELLIA_128_CBC_SHA>
<TLS_RSA_WITH_SEED_CBC_SHA>
<SSL_RSA_WITH_RC4_128_MD5>





変更されたserver.xml要素:

	
<server>:<pkcs11>:<crl-path>は <server>:<crl>:<crl-path>に移動しました


	
<server>:<http-listener>:<ssl>:<tls>は<server>:<http-listener>:<ssl>:<tls10>に変更になりました


	
<server>:<tcp-listener>:<ssl>:<tlsは<server>:<tcp-listener>:<ssl>:<tls10>に変更になりました


	
<server>:<http-listener>:<ssl>:<server-cert-nickname>は次で置き換えてください


<server>
  <http-listener>
    <ssl>
      <cert>
        <subject/>
        <serial-number/>
        <issuer/>
      </cert>
    </ssl>
  </http-listener>
</server>


	
<server>:<tcp-listener>:<ssl>:<server-cert-nickname>は次で置き換えてください


<server>
  <tcp-listener>
    <ssl>
      <cert>
        <subject/>
        <serial-number/>
        <issuer/>
      </cert>
    </ssl>
  </tcp-listener>
</server>


	
<server>:<virtual-server>:<ssl>:<server-cert-nickname>は次で置き換えてください


<server>
  <virtual-server>
    <ssl>
      <cert>
        <subject/>
        <serial-number/>
        <issuer/>
      </cert>
    </ssl>
  </virtual-server>
</server>


	
"https"の値の<server>:<origin-server-pool>:<type>は次に変更します


<server>
  ...
  <origin-server-pool>
    <type>http</type>
    <ssl/>
  </origin-server-pool>
  ...
</server>


	
<server>:<origin-server>:<enabled>は <server>:<origin-server>:<mode>に変更されました


<enabled>true</enabled> => <mode>enabled</mode>
<enabled>false</enabled> => <mode>disabled</mode>











5.4 アップグレード後の手順

Oracle Traffic Director 12c (12.2.1)にアップグレードするために、アップグレード・アシスタントを使用した後に実行が必要な可能性のある次のアップグレード後のタスクのリストを確認します。

	
OTDシステム・コンポーネント・インスタンスは、Fusion Middleware ControlまたはWLSTを使用してシステム・コンポーネント構成をマシンにターゲット指定することで、アップグレード後に作成する必要があります。


	
OTDは一般的にフェイルオーバーのために構成されているため、アップグレード後にフェイルオーバー・グループの作成が必要な場合があります。


	
インスタンスとフェイルオーバー・グループの作成はデプロイメント・タスクであるため、これらの手順はアップグレード以外でアップグレード後の手順として処理するのが適しています。


	
OTD構成ファイル内のINSTANCE_HOMEおよびORACLE_HOME以外のパスへのリファレンスは、アップグレード後にアクセスできない可能性があります。これは手動で構成する必要があります。















A Oracle Traffic Director 12.2.1のOAM Agent (WebGate)の構成


この付録では、Oracle Traffic Director 12.2.1のWebGateを構成する手順を説明します。

WebGateは、HTTPリクエストを捕捉して、認証および認可のためにOracle Access Managerに転送します。Oracle Traffic Directorをインストールすると、デフォルトでWebGateもインストールされます。

内容は次のとおりです。

	
Webgateの構成の前提条件


	
Oracle Traffic Director 12c WebGateの構成


	
Oracle Traffic Director 12c WebGateの構成の確認


	
新規のOracle Traffic Director 12c WebGateスタート・ガイド






A.1 Webgateを構成するための前提条件

Oracle Traffic Director 12c (12.2.1) WebGateを構成可能にするには、Oracle Access Managerの次のバージョンの1つをインストールする必要があります。




	
注意:

Oracle Access Managerは固有の環境にインストールし、WebLogic Serverと同じマシンにはインストールしないでください。Oracle Access ManagerおよびWebLogic Serverがどちらも11gバージョンの場合は、同じマシンにインストールできます。







	
Oracle Fusion Middleware 11gR2リリース2(11.1.2.2.0)


	
Oracle Fusion Middleware 11gR2リリース2(11.1.2.3.0)









A.2 Oracle Traffic Director 12c WebGateの構成

Oracle Traffic Directorをインストールした後、次の手順を実行し、Oracle Traffic Director 12c (12.2.1) WebGate for Oracle Access Managerを構成します。

	
UNIXの場合

	
次のコマンドを実行して、$(Oracle_Home)/webgate/otd/tools/deployWebGateディレクトリに移動します($(Oracle_Home)は、Oracle Traffic DirectorをインストールするときにOracleHomeとして設定される場所です)。

cd $(Oracle_Home)/webgate/otd/tools/deployWebGate


	
次のコマンドを実行して、$(Oracle_Home)/webgate/otd/tools/deployWebGateからOTD WebGate Instance Directoryを作成します。

./deployWebGateInstance -w webgate_instanceDirectory -oh $(Oracle_Home) -ws otd

コマンドの説明は次のとおりです。

	
$(Oracle_Home)は、Oracle Traffic Directorがインストールされているパスです。

例:

/home/oracle


	
webgate_instanceDirectoryは、WebGateプロファイルをコピーするディレクトリの場所です。

例:

$(Domain_Home)/config/fmwconfig/components/OTD/instances/Instance_Name

($(Domain_Home)は、OTDドメインを構成するディレクトリのパスです。)





	
環境変数LD_LIBRARY_PATHをWebGate_$(Oracle_Home)/libに設定します

例:

Linuxの場合、 64

export LD_LIBRARY_PATH=$LD_LIBRARY_PATH:$(Oracle_Home)/lib

Windowsの場合

set PATH=%(Oracle_Home)%\bin;%path%

Solaris(SPARC)の場合

export LD_PRELOAD_64=$(Oracle_Home)/lib/libclntsh.so.11.1:$(Oracle_Home)/lib/libnnz11.so


	
次のディレクトリに移動します。

UNIXベースのプラットフォームの場合

$(Oracle_Home)/webgate/otd/tools/setup/InstallTools

Windowsの場合

%(Oracle_Home)%\webgate\otd\tools\EditObjConf


	
コマンドラインで、次のコマンドを実行してmagnus.confやobj.confなどのOTD confファイルを更新します。

スタンドアロンOracle Traffic Directorインストール環境の場合:

./EditObjConf -f Domain_Home/config/fmwconfig/components/OTD/instances/Instance_Name/config/Instance_Name-obj.conf -w webgate_instanceDirectory [-oh Oracle_Home] -ws otd

同じ場所に配置されたOracle Traffic Directorインストール環境の場合:

./EditObjConf -f Domain_Home/config/fmwconfig/components/OTD/Instance_Name/config/Instance_Name-obj.conf -w webgate_instanceDirectory [-oh Oracle_Home] -ws otd

コマンドの説明は次のとおりです。

	
Oracle_Homeは、有効なWebLogic Serverインストールの親ディレクトリ、またはOracle Traffic Directorがインストールされているディレクトリへのパスです。

例:

/home/oracle


	
webgate_instanceDirectoryは、WebGateプロファイルをコピーするディレクトリの場所です。

例:

Domain_Home/config/fmwconfig/components/OTD/instances/Instance_Name








	
Windowsの場合

	
次のコマンドを実行して、%Oracle_Home%\webgate\otd\tools\deployWebGateディレクトリに移動します。

cd %Oracle_Home%\webgate\otd\tools\deployWebGate


	
次のコマンドを実行し、エージェントの必要な部分を%Oracle_Home%ディレクトリからwebgate_instanceDirectoryの場所にコピーします。

deployWebGateInstance.bat -w webgate_instanceDirectory [-oh Oracle_Home] -ws otd

コマンドの説明は次のとおりです。

	
Oracle_Homeは、Oracle Traffic Directorがインストールされているディレクトリです。

例:

\home\oracle


	
webgate_instanceDirectoryは、WebGateプロファイルをコピーするディレクトリの場所です。

例:

Domain_Home/config/fmwconfig/components/OTD/instances/Instance_Name





	
次のコマンドを実行してPATH環境変数を設定します。

set %PATH%=%PATH%;%Oracle_Home%\webgate\otd\lib;%Oracle_Home%\bin


	
次のディレクトリに移動します。

%Oracle_Home%\webgate\otd\tools\EditObjConf


	
コマンドラインで、次のコマンドを実行してmagnus.confやobj.confなどのOTD confファイルを更新します。

スタンドアロンOracle Traffic Directorインストール環境の場合:

EditObjConf -f Domain_Home/config/fmwconfig/components/OTD/instances/Instance_Name/config/Instance_Name-obj.conf -w webgate_instanceDirectory [-oh $(Oracle_Home)] -ws otd

同じ場所に配置されたOracle Traffic Directorインストール環境の場合:

./EditObjConf -f Domain_Home/config/fmwconfig/components/OTD/Instance_Name/config/Instance_Name-obj.conf -w webgate_instanceDirectory [-oh $(Oracle_Home)] -ws otd

コマンドの説明は次のとおりです。

	
Oracle_Homeは、Oracle Traffic Director WebGate for Oracle Access Managerがインストールされているディレクトリです。

例:

\home\oracle


	
webgate_instanceDirectoryは、WebGateプロファイルをコピーするディレクトリの場所です。

例:

Domain_Home/config/fmwconfig/components/OTD/instances/Instance_Name















A.3 Oracle Traffic Director 12c WebGateの構成の確認

Oracle Traffic Director 12c (12.2.1) WebGate for Oracle Access Managerをインストールし、構成手順を完了した後で、installDATE-TIME_STAMP.outログ・ファイルを調べてインストールを確認できます。ログのデフォルトの場所は次のとおりです。

	
UNIXの場合

$(Oracle_Home)/oraInst.loc


	
Windowsの場合

C:\Program Files\Oracle\Inventory\logs









A.4 新規のOracle Traffic Director 12c WebGateスタート・ガイド

新規のOracle Traffic Director 12c (12.2.1) WebGate agent for Oracle Access Managerを使用するには、次のタスクを実行する必要があります。

	
新規Oracle Traffic Director 12c WebGateの登録


	
Oracle Traffic Director WebGateインスタンスの場所への生成されたファイルおよびアーティファクトのコピー


	
Oracle Traffic Directorインスタンスの再起動






A.4.1 新規Oracle Traffic Director 12c WebGateの登録

Oracle Access Manager管理コンソールを使用すると、Oracle Access Managerに新規のWebGateエージェントを登録できます。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Access Management管理者ガイド』のコンソールを使用したOAMエージェントの登録に関する項を参照してください。

もしくは、RREGコマンド行ツールを使用して、新規WebGateエージェントを登録できます。このツールは、インバンドとアウトオブバンドという2つのモードで実行するように使用できます。

この項には次のトピックが含まれます:

	
RREGツールの設定


	
OAM11gRequest.xmlファイルの更新


	
インバンド・モードの使用方法


	
アウトオブバンド・モードの使用方法


	
RREGによって生成されるファイルおよびアーティファクト






A.4.1.1 RREGツールの設定

RREGツールを設定するには、次の手順を実行します。

	
UNIXの場合

	
Oracle Access Managerをインストールおよび構成した後、次のディレクトリに移動します。

Oracle_IDM2/oam/server/rreg/client


	
RREG.tar.gzファイルを解凍します。

例:

gunzip RREG.tar.gz

tar -xvf RREG.tar




エージェントを登録するためのツールは次の場所にあります。

RREG_Home/bin/oamreg.sh




	
注意:

RREG_Homeは、RREG.tar.gz/rregの内容を展開したディレクトリです。








	
Windowsの場合

	
Oracle Access Managerをインストールおよび構成した後、次の場所に移動します。

Oracle_IDM2\oam\server\rreg\client


	
RREG.tar.zipファイルの内容を、選択した展開先に展開します。







エージェントを登録するためのツールは次の場所にあります。

RREG_Home\bin\oamreg.bat




	
注意:

RREG_Homeは、RREG.tar.gz/rregの内容を展開したディレクトリです。







UNIXではoamreg.shスクリプト、Windowsではoamreg.batスクリプトにある、次の環境変数を設定します。

	
OAM_REG_HOME

この変数を、RREG.tar/rregの内容を展開したディレクトリへの絶対パスに設定します。


	
JDK_HOME

この変数を、JavaまたはJDKがインストールされているマシン上のディレクトリへの絶対パスに設定します。









A.4.1.2 OAM11gRequest.xmlファイルの更新

RREG_Home\inputディレクトリ内(Windowsの場合)のOAM11GRequest.xmlファイルで、agentNameなどのエージェント・パラメータを更新する必要があります。UNIXでは、このファイルはRREG_Home/inputディレクトリ内にあります。




	
注意:

OAM11GRequest.xmlファイル、またはショート・バージョンOAM11GRequest_short.xmlは、テンプレートとして使用されます。このテンプレート・ファイルをコピーして使用できます。







OAM11GRequest.xmlファイルまたはOAM11GRequest_short.xmlファイル内の次の必須パラメータの値を変更します。

	
serverAddress

OAM管理サーバーのホストとポートを指定します。


	
agentName

エージェントのカスタム名を指定します。


	
agentBaseUrl

Oracle Traffic Director 12c WebGateがインストールされているマシンのホストとポートを指定します。


	
preferredHost

Oracle Traffic Director 12c WebGateがインストールされているマシンのホストとポートを指定します。


	
security

インストールされているWebGateに基づいて、openなどのセキュリティ・モードを指定します。


	
primaryServerList

Serverコンテナ要素の下にある、Oracle Access Managerプロキシに対する管理対象サーバーのホストとポートを指定します。




このファイルは、変更後に保存して閉じます。






A.4.1.3 インバンド・モードの使用方法

OAM11GRequest.xmlファイルのWebGateパラメータを更新した後、RREGツールを一度実行すると、WebGateが必要とするファイルおよびアーティファクトは、次のディレクトリに生成されます。

UNIXの場合:

RREG_Home/output/agent_name

Windowsの場合:

RREG_Home\output\agent_name




	
注意:

RREGは、クライアント・マシンとサーバーのいずれでも実行できます。サーバーで実行する場合、アーティファクトを元のクライアントに手動でコピーする必要があります。







手順は次のとおりです。

	
OAM11GRequest.xmlファイルを開きます。このファイルは、UNIXではRREG_Home/input/、WindowsではRREG_Home\inputにあります。RREG_Homeは、RREG.tar.gz/rregの内容を展開したディレクトリです。

このXMLファイルを編集し、新規Oracle Traffic Director WebGate for Oracle Access Managerのパラメータを指定します。


	
次のコマンドを実行します。

UNIXの場合:

./RREG_Home/bin/oamreg.sh inband input/OAM11GRequest.xml

Windowsの場合:

RREG_Home\bin\oamreg.bat inband input\OAM11GRequest.xml









A.4.1.4 アウトオブバンド・モードの使用方法

サーバーにアクセスできないエンド・ユーザーの場合、更新したOAM11GRequest.xmlファイルをシステム管理者に電子メールで送信し、アウトオブバンド・モードでRREGを実行してもらうことが可能です。生成されたAgentID_Response.xmlファイルをシステム管理者から受領し、このファイルに対してRREGを実行し、必要なWebGateファイルおよびアーティファクトを取得できます。

生成されたAgentID_Response.xmlファイルを管理者から受領した後、このファイルを手動でマシン上のinputディレクトリにコピーする必要があります。

	
UNIXの場合

手順は次のとおりです。

	
サーバーにアクセスできないエンド・ユーザーの場合は、OAM11GRequest.xmlファイルを開きます。このファイルは、RREG_Home/input/にあります。

RREG_Homeは、RREG.tar.gz/rregの内容を展開したディレクトリです。このXMLファイルを編集し、新規Oracle Traffic Director WebGate for Oracle Access Managerのパラメータを入力します。更新したファイルをシステム管理者に送信します。


	
管理者は、更新されたOAM11GRequest.xmlファイルをコピーします。このファイルは、RREG_Home/input/ディレクトリにあります。

これは、エンド・ユーザーから受信したファイルです。管理者のRREG_Homeディレクトリに移動し、次のコマンドを実行します。

./RREG_Home/bin/oamreg.sh outofband input/OAM11GRequest.xml

Agent_ID_Response.xmlファイルが管理者のマシンのoutputディレクトリ(RREG_Home/output/ディレクトリ)に生成されます。更新済のOAM11GRequest.xmlファイルを最初に管理者に送信したエンド・ユーザーに、このファイルを送信します。


	
エンド・ユーザーは、生成されたAgent_ID_Response.xmlファイルをコピーします。このファイルは、RREG_Home/input/にあります。

これは、管理者から受信したファイルです。クライアントのRREGホーム・ディレクトリに移動し、コマンド行で次のコマンドを実行します。

./RREG_Home/bin/oamreg.sh outofband input/Agent_ID_Response.xml







	
注意:

『Oracle Fusion Middleware Oracle Access Management管理者ガイド』のコンソールを使用したOAMエージェントの登録に関する項で説明されているように、Oracle Access Manager管理コンソールを使用してWebGateエージェントを登録すると、登録後に生成されたファイルおよびアーティファクトを、サーバー(Oracle Access Manager管理コンソールが実行されているマシン)からクライアント・マシンに手動でコピーする必要があります。ファイルおよびアーティファクトは$(Oracle_Home)/user_projects/domains/name_of_the_WebLogic_domain_for_OAM/output/Agent_IDディレクトリに生成されます。








	
Windowsの場合

手順は次のとおりです。

	
サーバーにアクセスできないエンド・ユーザーの場合は、OAM11GRequest.xmlファイルを開きます。このファイルは、RREG_Home\input\ディレクトリにあります。

RREG_Homeは、RREG.tar.gz/rregの内容を展開したディレクトリです。このXMLファイルを編集して、新規のOracle Traffic Director WebGate for Oracle Access Managerのパラメータを指定し、更新されたファイルをシステム管理者に送信します。


	
管理者は、更新されたOAM11GRequest.xmlファイルをコピーします。このファイルは、RREG_Home\input\にあります。これは、エンド・ユーザーから受信したファイルです。管理者のRREG_Homeディレクトリに移動し、次のコマンドを実行します。

RREG_Home\bin\oamreg.bat outofband input\OAM11GRequest.xml

Agent_ID_Response.xmlファイルが管理者のマシンのRREG_Home\output\ディレクトリに生成されます。更新済のOAM11GRequest.xmlファイルを最初に管理者に送信したエンド・ユーザーに、このファイルを送信します。


	
エンド・ユーザーは、生成されたAgent_ID_Response.xmlファイルをコピーします。このファイルは、RREG_Home/input/にあります。これは、管理者から受信したファイルです。クライアントのRREGホーム・ディレクトリに移動し、次のコマンドを実行します。

RREG_Home\bin\oamreg.bat outofband input\Agent_ID_Response.xml







	
注意:

『Oracle Fusion Middleware Oracle Access Management管理者ガイド』のコンソールを使用したOAMエージェントの登録に関する項で説明されているように、Oracle Access Manager管理コンソールを使用してWebGateエージェントを登録すると、登録後に生成されたファイルおよびアーティファクトを、サーバー(Oracle Access Manager管理コンソールが実行されているマシン)からクライアント・マシンに手動でコピーする必要があります。ファイルおよびアーティファクトは$(Oracle_Home)/user_projects/domains/name_of_the_WebLogic_domain_for_OAM/output/Agent_IDディレクトリに生成されます。















A.4.1.5 RREGによって生成されるファイルおよびアーティファクト

新規WebGateエージェントの登録に使用する方法またはモードに関係なく、次のファイルおよびアーティファクトがRREG_Home/output/Agent_IDディレクトリに生成されます。

	
wallet/cwallet.sso


	
cwallet.sso


	
ObAccessClient.xml


	
SIMPLEモードの場合、RREGによって次のものが生成されます。

	
password.xml。SSLで使用される秘密鍵を暗号化するための不明瞭化されたグローバル・パスフレーズが含まれます。このパスフレーズは、サーバーで使用されているパスフレーズと同じものを使用できます。


	
aaa_key.pem


	
aaa_cert.pem





	
CERTモードの場合、RREGによってpassword.xmlが生成されます。これには、SSLで使用される秘密鍵を暗号化するための不明瞭化されたグローバル・パスフレーズが含まれます。このパスフレーズは、サーバーで使用されているパスフレーズと異なるものを使用できます。




	
注意:

RREGによって生成されたこれらのファイルを使用して証明書リクエストを生成し、サードパーティの認証局に署名を求めることができます。既存の証明書をインストールするには、既存のaaa_cert.pemおよびaaa_chain.pemファイルをpassword.xmlおよびaaa_key.pemと合せて使用する必要があります。

















A.4.2 Oracle Traffic Director WebGateインスタンスの場所への生成されたファイルおよびアーティファクトのコピー

RREGがこれらのファイルおよびアーティファクトを生成した後、使用しているセキュリティ・モードに基づき、手動でこれらをRREG_Home/output/Agent_IDディレクトリからwebgate_instanceDirectoryディレクトリにコピーする必要があります。

使用しているセキュリティ・モードに従って、次の操作を行います。

	
OPENモードの場合、次のファイルをRREG_Home/output/Agent_IDディレクトリからwebgate_instanceDirectory/webgate/configディレクトリにコピーします。

	
wallet/cwallet.sso


	
ObAccessClient.xml


	
cwallet.sso





	
SIMPLEモードの場合、次のファイルをRREG_Home/output/Agent_IDディレクトリからwebgate_instanceDirectory/webgate/configディレクトリにコピーします。

	
ObAccessClient.xml


	
cwallet.sso


	
password.xml




さらに、次のファイルをRREG_Home/output/Agent_IDディレクトリからwebgate_instanceDirectory/webgate/config/simpleディレクトリにコピーします。

	
aaa_key.pem


	
aaa_cert.pem





	
CERTモードの場合、次のファイルをRREG_Home/output/Agent_IDディレクトリからwebgate_instanceDirectory/webgate/configディレクトリにコピーします。

	
ObAccessClient.xml


	
cwallet.sso


	
password.xml








新規証明書の生成

次の手順で、新規証明書を生成します。

	
$(Oracle_Home)/webgate/otd/tools/opensslディレクトリに移動します。


	
次のようにして、証明書リクエストを作成します。

./openssl req -utf8 -new -nodes -config openssl_silent_otd11g.cnf -keyout aaa_key.pem -out aaa_req.pem -rand $(Oracle_Home)/webgate/otd/config/random-seed/


	
次のようにして、証明書を自己署名します。

./openssl ca -config openssl_silent_otd11g.cnf -policy policy_anything -batch -out aaa_cert.pem -infiles aaa_req.pem


	
次の生成された証明書をwebgate_instanceDirectory/webgate/configディレクトリにコピーします。

	
aaa_key.pem


	
aaa_cert.pem


	
simpleCAディレクトリ内のcacert.pem




	
注意:

cacert.pemファイルをコピーした後、ファイルの名前をaaa_chain.pemに変更する必要があります。














既存の証明書の移行

既存の証明書(aaa_key.pem、aaa_cert.pemおよびaaa_chain.pem)を移行する場合、aaa_key.pemを暗号化する際に使用したものと同じパスフレーズを使用してください。同じパスフレーズをRREG登録処理中に入力する必要があります。同じパスフレーズを使用しないと、RREGによって生成されたpassword.xmlファイルが、鍵の暗号化に使用されたパスフレーズと一致しません。

同じパスフレーズを入力したら、これらの証明書を次のようにコピーできます。

	
webgate_instanceDirectory/webgate/configディレクトリに移動します。


	
次の証明書をwebgate_instanceDirectory/webgate/configディレクトリにコピーします。

	
aaa_key.pem


	
aaa_cert.pem


	
aaa_chain.pem












A.4.3 Oracle Traffic Directorインスタンスの再起動

Oracle Traffic Directorインスタンスの再起動の詳細は、『Oracle Traffic Directorの管理』のWLSTを使用したOracle Traffic Directorインスタンスの起動、停止、再起動に関する項を参照してください。

WebLogic ServerドメインでOracle Traffic Directorを構成してある場合、Oracle Fusion Middleware Controlを使用してOracle Traffic Directorインスタンスを再起動することもできます。詳細は、『Oracle Traffic Directorの管理』のFusion Middleware Controlを使用したOracle Traffic Directorインスタンスの起動、停止、再起動に関する項を参照してください。

スタンドアロン・インスタンスの場合、Domain_Home/config/fmwconfig/components/OTD/instances/Instance_Name/binから./restartコマンドを使用して再起動できます。














B エンジニアド・システムにOracle Traffic Directorをインストールするための要件


この付録では、Oracle Traffic Directorをインストールする前にエンジニアド・システムを構成するために必要な追加手順について説明します。

この付録の内容は次のとおりです。

	
Oracle Traffic DirectorをインストールするためのExalogicにおける共有ストレージの構成


	
Oracle Traffic DirectorをインストールするためのOracle SuperClusterにおけるゾーンの構成および作成






B.1 Oracle Traffic DirectorをインストールするためのExalogicにおける共有ストレージの構成

この項では、Oracle Traffic Directorをインストールする前に、ExalogicのZFSアプライアンスで共有ストレージを構成する方法を説明します。

この項で説明する設定は、Exalogic内のトラフィックを監視し形成するアプリケーションレベルのトラフィック管理機能を求めている場合に理想的です。これを実現するために、2つの計算ノードが割り当てられ、ここで受信トラフィックが適切にスクリーニングされ、いずれかのバックエンド・アプリケーション・サーバーにルーティングされます。このシナリオでは、Oracle Traffic Director (Web層)は通常2つの計算ノードでホストされ、アプリケーション層はその他の計算ノードに置かれます。Web層およびアプリケーション層のトラフィックは、ここでは物理レベルおよびネットワーク・レベルの両方で分離されます。




	
注意:

Exalogic (Solaris)では、Oracle Traffic Directorをグローバル・ゾーンにインストールした場合のみ、高可用性を得られるように構成できます。また、すべての管理ノードがグローバル・ゾーンで実行されている必要があります。







この項には次のサブセクションが含まれます:

	
Exalogicの共有ストレージの概要


	
プロジェクトおよび共有の作成


	
共有のマウント






B.1.1 Exalogicの共有ストレージの概要

Exalogic環境では、すべての計算ノードがInfiniBandファブリックにより共有ストレージ・アレイ(ZFSストレージ・アプライアンス)に接続されます。共有ストレージ・アレイはすべてのアプリケーションのインストールおよび構成に使用され、ネットワーク・ファイル・システム(NFS)によりこれらの各計算ノード内にローカル・マウントされます。

ExalogicにOracle Traffic Directorをインストールする前に、まず新規プロジェクトおよび共有を作成してから、これらの共有をローカル・マウントする必要があります。

Oracle Traffic Directorのインストールでは、Oracle Traffic Directorをホストする共有が計算ノードに対して一意になるようにすることをお薦めします。たとえば、高可用性を得るためにOracle Traffic Directorが2つの計算ノードにインストールされている場合、次のインストール・レイアウトにすることをお薦めします。

	
ストレージ・アレイ内にprimaryという共有を作成し、この共有を片方の計算ノード内にローカル・マウントします。


	
ストレージ・アレイ内にsecondaryという共有を作成し、この共有をもう1つの計算ノード内にローカル・マウントします。









B.1.2 プロジェクトおよび共有の作成

高可用性を得るためにOracle Traffic Directorを構成する場合、管理サーバーおよび管理ノードには、インスタンス・ルート・ディレクトリ内にrootアクセス権が必要です。同様に、ZFS共有場所はrootユーザーがこの共有場所に読み書きできるよう適切に構成する必要があります。このためには、ZFSコンソール内でNFS例外としてroot accessを有効にします。

次の手順を実行して、rootアクセス権ありで共有を作成およびマウントします。




	
注意:

各ノードにOracle Traffic Directorをインストールすることをお薦めします。これは、Oracle Traffic Directorのパッチ適用中にアプリケーションの停止時間がなくなるようにするためです。







	
新規プロジェクトを作成してそのプロジェクト内に新規共有を作成するか、既存のプロジェクト内に新規共有を作成します。プロジェクトおよび共有の作成の詳細は、『Oracle Exalogic Elastic Cloud Machineオーナーズ・ガイド』の「Sun ZFSストレージ7320アプライアンスの構成」の章にある次の各項を参照してください。

	
カスタム・プロジェクトの作成


	
カスタム共有の作成





	
ZFSストレージ・アプライアンスにログインします。


	
作成した共有が、Oracle Traffic Directorをホストする計算ノードに対するrootアクセスを許可するよう構成されていることを確認してください。これには次の操作を行います。

	
ZFS共有ストレージ管理コンソールの使用

ZFS共有ストレージ管理コンソールのNFS例外セクションで、Oracle Traffic Director構成をホストする共有にrootアクセスを許可する適切なNFS例外があることを確認してください。

さらに、プロジェクトの設定ページの「プロパティ」セクションで、次のオプションの選択を解除します。

	
読取り時のアクセス時間の更新


	
所有権の変更の制限




これらのオプションの使用方法は、次のガイドを参照してください。

	
Oracle Exalogic Elastic Cloud Machine所有者ガイド


	
Oracle Exalogic Elastic Cloud管理者ガイド





	
CLIの使用

次のコマンドを実行します。


sharenfs ="sec=sys,rw=@<ip-address-1>/<network-prefix-bits>,root=@<ip-address-2>/<network-prefix-bits>"


	
Exalogic物理構成では、ip-address-1およびip-address-2は計算ノードのBOND0 IPアドレスとなります。


	
Exalogic仮想構成では、ip-address-1およびip-address-2はIPoIB-vServer-shared-storageネットワークのvServerのIPアドレスとなります。







例:


set sharenfs="sec=sys,rw=@196.168.10.0/24,root=@192.168.10.1/24"





	
注意:

	
BOND0およびBOND1という用語は、それぞれOracle Linuxオペレーティング・システムのIP over InfiniBand (IPoIB)およびEthernet over InfiniBand (EoIB)のデフォルト・インタフェースを指します。


	
Oracle Solarisは、IPマルチパス(IPMP)テクノロジを使用して、同じIPMPグループ名で構成された同一システム上の1つ以上の物理インタフェースからなるIPMPグループをサポートしています。このテクノロジは、Oracle Linuxの結合インタフェースと同じ機能を提供します。IPMPグループに任意の名前を付けることができます。このガイドでは、用語にOracle Linuxとの一貫性を持たせるために、BOND0およびBOND1をサンプル名として使用しています。












rootアクセス権なしで作成された共有の場合、次のコマンドを実行します。これにより、Oracle Traffic Directorをホストする計算ノード内のrootユーザーは、管理サーバーおよび管理ノードを起動できるようになります。


<ZFS-SharedStorage> shares
<ZFS-SharedStorage> select <Project-used-for-OTD>
<ZFS-SharedStorage> get sharenfs
<ZFS-SharedStorage> set sharenfs ="sec=sys,rw=@<<ip-address-1>/<network-prefix-bits>,root=@<ip-address-2>/<network-prefix-bits>"
<ZFS-SharedStorage> commit












B.1.3 共有のマウント

適切な権限ありで共有を作成した後、要件に基づいて共有をマウントします。

	
Exalogic物理構成における共有のマウントの詳細は、『Oracle Exalogic Elastic Cloud Machineオーナーズ・ガイド』の「ExalogicにおけるNFSバージョン4 (NFSv4)の構成」のOracle LinuxにおけるNFSv4マウント・ポイントの作成に関する項を参照してください。


	
Exalogic仮想構成における共有のマウントの詳細は、『Oracle Exalogic Elastic Cloud管理者ガイド』のvServerにおけるZFSストレージ・アプライアンスへのアクセスの設定に関する項を参照してください。




作成するマウント・ポイントは、Oracle Traffic Directorがインストールされる場所です。詳細は、第2章「Oracle Traffic Directorのインストール」を参照してください。








B.2 Oracle Traffic DirectorをインストールするためのOracle SuperClusterにおけるゾーンの構成および作成

この項では、グローバル・ゾーンおよび非グローバル・ゾーンについて説明し、さらにOracle SuperClusterにOracle Traffic Directorをインストールするための様々なオプションについて説明します。

この章で説明する設定は、Oracle SuperCluster内のトラフィックを監視し形成するアプリケーションレベルのトラフィック管理機能を求めている場合に理想的です。Oracle SuperClusterでは、2つのゾーン(グローバルまたは非グローバル)が割り当てられ、ここで受信トラフィックがスクリーニングされ、いずれかのバックエンド・アプリケーション・サーバーにルーティングされます。このシナリオでは、Oracle Traffic Director (Web層)は通常2つのゾーンでホストされ、アプリケーション層はその他のゾーンに置かれます。

この項には次のサブセクションが含まれます:

	
Oracle SuperClusterにおけるOracle Traffic Directorのインストールの概要


	
Oracle SuperClusterにおけるOracle Traffic Directorのインストール






B.2.1 Oracle SuperClusterにおけるOracle Traffic Directorのインストールの概要

Oracle SuperClusterにOracle Traffic Directorをインストールする前に、次の点について考慮する必要があります。

	
Oracle Traffic Directorを正常に実行するためには、Oracle VM Server for SPARC (以前は論理ドメインと呼ばれていたもの)など、Solaris 11.1を実行するアプリケーション・ドメインが必要です。


	
Oracle VM Server for SPARCでは、Oracle Traffic Directorをグローバル・ゾーンまたは非グローバル・ゾーンのいずれかにインストールできます。

グローバル・ゾーンはデフォルト・オペレーティング・システムで、すべてのプロセスを制御できます。グローバル・ゾーンは、他のゾーンが構成されていないときでも常に存在します。グローバル・ゾーンはシステム全体の管理制御にも使用されます。

非グローバル・ゾーンは、ゾーンとも呼ばれ、グローバル・ゾーンの内部に構成されます。各ゾーンは、アプリケーションの実行に使用できる独立したOS環境です。あるゾーンで実行中のアプリケーションおよびプロセスは、別のゾーンで実行中のアプリケーションやプロセスに影響を与えません。

グローバル・ゾーンおよび非グローバル・ゾーンの詳細は、Oracle Solaris 11.1の管理: Oracle Solaris Zones、Oracle Solaris 10 Zonesおよびリソース管理(http://docs.oracle.com/cd/E26502_01/html/E29024/zone.html)のOracle Solaris Zonesに関する項を参照してください。


	
グローバルまたは非グローバルを選択する際に考慮する1つの重要な要素は、Oracle Traffic Directorはグローバル・ゾーンにインストールした場合のみ高可用性を得る目的で構成できるということです。また、すべての管理ノードがグローバル・ゾーンで実行されている必要があります。




	
注意:

VRRPの構成およびその後のフェイルオーバー・グループの構成は、グローバル・ゾーンで、権限を持つユーザーにのみサポートされます。これは、Solaris VRRPの制約によるものです。詳細は、Oracle Solaris 11.1ネットワーク・パフォーマンスの管理ガイド(http://docs.oracle.com/cd/E26502_01/html/E28993/gkmfl.html)のVRRPの制約に関する項を参照してください。















B.2.2 Oracle SuperClusterにおけるOracle Traffic Directorのインストール

Oracle Traffic Directorは、グローバル・ゾーンまたは非グローバル・ゾーンにインストールできます。Oracle Traffic Directorの高可用性機能を利用するには、グローバル・ゾーンにインストールする必要があることに注意してください。




	
注意:

Oracle Traffic Directorの高可用性を得るための構成のもう1つのオプションは、Oracle Solaris Clusterをインストールすることです。詳細は、Oracle Solaris Clusterデータ・サービス計画および管理ガイド(http://docs.oracle.com/cd/E29086_01/html/E29475/index.html)を参照してください。







Oracle Traffic Directorのインストールでは、Oracle Traffic Directorをホストするゾーン(グローバルまたは非グローバル)が一意になるようにすることをお薦めします。Oracle Traffic Directorを非グローバル・ゾーンにインストールするためには、適切なディスクおよびネットワーク情報を使用して構成する必要があることに注意してください。

Oracle Traffic DirectorをOracle SuperClusterにインストールする手順は、次のとおりです。

	
新規ゾーンを、グローバルまたは非グローバルのいずれかで構成および作成します。ゾーンの活用の詳細は、Oracle Solaris 11.1の管理: Oracle Solaris Zones、Oracle Solaris 10 Zonesおよびリソース管理のOracle Solaris Zonesに関する項を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E26502_01/html/E29024/zone.html


	
Oracle Traffic Directorをゾーンにダウンロードし、インストールします。詳細は、第2章「Oracle Traffic Directorのインストール」を参照してください。
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